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り、西洋音楽の measure やインド音楽のターラとも対比される（Signell 1977, p. 16）。ウスールを、アラブ音楽
におけるイーカアと明確に区別していないように見える文献がある（例えば Tambûrî Cemîl Bey（1993））一方、
規範的文献はウスールをイーカアとは区別されるものとしている （Öztuna 2000, p. 169; Türk Mûsikîsi Usûlleri 
2003; Özkan 2000, p. 561）。 
「その豊富さと多様さにおいて類を見ない」（Yekta 1986, p. 95 に引用された Thibaut 1906, p. 114）といわれ
るウスールは、現在に至る歴史の中でかなり極端な変化の過程を経てきている。例えば、Feldman（1996, pp. 
























































3.1. Düm と tek の解説 
二言語辞書では dümtek の形で「（トルコ古典音楽において）テンポ」 （Avery, Bezmez, Brown, Yaylalı 1983, p. 




古い言語で düm は「強い」、tek は「静かな」の意味で使われるトルコ語の単語である。このため、大体
においてウスールの強い拍子に düm が、弱い拍子には tek の音節が採られている。しかし、これははっき
りした規則ではない。Düm の強い、tek の弱いことを顧みずにつくられたウスールもある。 
 
と書く一方、Öztuna（2000）は düm、tek、te ke（te kâ）、tâ hek、についてそれぞれ次のように記している（Öztuna 








「静かな」の意味であって、トルコ語である。（tek durmak ［静止する］） 
［te ke／te kâ について］トルコ音楽においてウスールが打たれるのに使われる、tek の打撃のヴェルヴェ






と説明している。（Düm と tek の語源については後述する。）Fonton（1987; p. 67）は 
 
私たちの「la, la, la」の代わりにイラン人は「Ten, Tene, Ten」、トルコ人は「Düm, Tek-ke, Düm」という。
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と記す一方、Yekta（1986; p. 47）は 
 
トルコ人は打楽器を真似しつつ、düm、tek、teke、tekkâ、tahek と言う。Teke、tekkâ は強くない、連続す









語文献は、düm と tek がそれぞれ強拍と弱拍に対応するのが絶対のルールではないということを指摘している




















楽の口唱歌の代表的な音節が düm と tek という音節であることに必然性があるか、あればそれは何によるかを
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母音は「大きさ／広さ」やそれに関連する概念と対応する。そこで、以下 düm と tek の母音のＦ２を調べる。 
Ergenç（1995, p.145）は国際音声記号による dümtek の表記を［dYm'tεc］としてい る
（注２１）
。トルコ語の［?］と






















ささ」の概念と関連付けられるとすれば （換言すると、専ら düm が表現する右クドゥームの打撃音の、左ク
ドゥームの打撃音に対する相対的な低さが「大きさ／広さ」と関連付けられるとすれば）、Ohala の音象徴にお
ける音響的原則に düm と tek は従っていることになる。 
実際、Ohala は高い音と低い音をそれぞれ発音体（この場合はクドゥーム）の「小ささ」と「大きさ」に関
連付けているので（Ohala 1994, p. 336）、düm と tek は Ohala の音象徴における音響的原則に従っていることに











（2001, p. 121））。 
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これらに鑑みれば、düm と tek の語頭子音［d］と［t］、つまり歯破裂音の有声対無声の対立と düm と tek に
よって表される打撃音の音の低さと高さの対立の間に対応を見出すことは一定の妥当性を持つ可能性がある。
もしこの対応が存在するとすれば、［d］は右クドゥーム、［t］は主に左クドゥームによる打撃音に使われるた
め、düm と tek の音象徴語としての適性は増す。 
 
3.3.4. 「ぶつかり」（被象徴）と düm（象徴） 
Düm は Zülfikar（1995, p. 210）では「打ち、ぶつかり、殴りをあらわす」として音象徴語としても挙げられ
ている。これは düm の音象徴性を示唆する。 
 
3.3.5. まとめ 
右記の四つの事実から判断すると düm と tek は音象徴語であると判断できる。したがって音象徴の原則の制
約を受けているので、トルコ音楽における打楽器の口唱歌の代表的な音節が düm と tek である必然性をこれら
の制約に求めることが可能であるように見える。 




Düm と tek の母音である［?］と［ε］、さらに、これらの音がその異音であるところの音素／ü／と／e／の
Ｆ２間の差は小さい。 
実際、福盛（一九九八年、七七―七八頁）のデータを見れば明らかなように、トルコ語の音素としての／ü








福盛 (一九九八年、七八頁) より転載 
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非円唇 円唇 非円唇 円唇 
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低   a  
一方、düm と tek はそれなりに「トルコ語らしさ」が高い ― Düm と tek をあわせた dümtek は辞典類にも掲
載され、トルコ語話者人口にそれなりに膾炙した表現であり、düm tek の形でポピュラー音楽の曲 名
（注２８）
にも使わ









その一方で、実は düm と tek がもともとは他言語から借用されたことがその音象徴語としての非機能性の原
因であるという分析の可能性もある ― もし düm と tek が実はトルコ語話者起源の音象徴ではないのならば、
語の貸し手言語に［?］と［ε］のＦ２間の差の小ささの原因が帰せられる可能性がある。 
そこで、トルコ語以外に目を転じると、アラビア音楽でリズムに関して dumm と tak という音節が使われて
いることを知ることができる。さらに、アラビア語における dumm と tak は、母 音
（注３０）
 ［u］と［a］のＦ２間の
差の観点からは düm と tek よりもよほど大きく、「音象徴語らしい」。 
Faruqi（1981, p. 69）の解説によれば dumm は 
 






は dum ストロークの湿った、深い音に対して、乾いた、締まった音を持つ。［後略］ 
 
と説明される（Faruqi 1981, p. 338）。 
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もしトルコ音楽の düm と tek がアラビア語からの借用であるのなら、そもそもトルコ語話者による音象徴で
はないということになる。日本語の音象徴語を例にこの状況を例えてみれば、時計の音を表すのに日本語（話




アラビア語からトルコ語への借用音韻にも規則がある。もしも dumm と tak の母音音素／u／と／a／がそれ
ぞれトルコ語借用音韻で／ü／と／e／として実現するという規則的対応が存在すれば、当然、düm と tek がア
ラビア語からの借用である蓋然性は高くなる。 





／e／と対応がある（Deny 1995, p. 35）。例えば、アラビア語 muhimm はトルコ語 mühim となり、アラビア語
mashhūr はトルコ語 meşhur となる。 
つまり、düm と tek はアラビア語 dumm と tak のトルコ語（話者）による母語化の帰結である蓋然性が高い。 
しかしこの一方で、諸文献には düm と tek をアラビア語 dumm と tak のトルコ語（話者）による母語化の帰
結とするこの見方と対立する記述も存在する。Düm と tek のトルコ語起源を示唆するそのような記述の幾つか
を以下に挙げる。 
例えば、Özkan（2000; p. 564）の「古い言語で düm は「強い」、tek は「静かな」の意味で使われるトルコ語
の単語である」という記述と、（Öztuna 2000; p. 475）の「［tek は］トルコ語である」という記述がある。Tek は
現代のトルコ共和国の標準トルコ語ではほとんどの場合「単独の／な」の意味で使われるが、13 世紀以前のト
ルコ語（ここではもちろん歴史的チュルク語の意）における「静かな／に」の意である tek の存在を Clauson（1972, 
p.475）は推定している。これらのコメントは düm と tek のトルコ語（話者）起源を示唆するように見える。（た
だし、Clauson の語源辞書には düm が「強い」の意味のトルコ語／チュルク語であることを支持する記述は見
つからない。）  
さらに、前述したように、Zülfikar（1995, p. 210）は「打ち、ぶつかり、殴りをあらわす」として音象徴語と
して düm をトルコ語における音象徴語のリストに採録している。これはもちろん düm のトルコ語起源説を支
持する。 
アラブ音楽についての文献を参照すると、Marcus（2000, p.92）は、近代アラブ音楽とトルコ音楽のリズム体
系において使用される dumm と tak ストロークについて、「後期オスマントルコ音楽活動の中で発展し、そして
アラブ世界に広がったように見える」と書き、続けて Neubauer（2000, p. 366）による、一六七二年のアラビア
語文献 Rāḥ al-jām fī shajarat al-anghām についての以下のコメントを紹介している:「この文書がそのもっとも古
い目撃者の一つであるところのトルコの düm-tek 用語によって拍子が表現され［略］」。Marcus はこの Neubauer
の記述において、一六七二年のアラビア語文献がトルコの düm-tek 用語を表記に利用している最も初期の文献
の一つであるとされていることをふまえて、düm と tek の後期オスマントルコ音楽起源を示唆しているように
見える。 
この Marcus と Neubauer の記述も、もし妥当なものであれば、düm と tek のトルコ語（話者）起源を、少な
くとも暗 示
（注３２）
はする。しかし、両者とも düm と tek をトルコ語（話者）起源と判断することの妥当性を示唆す
る事象を提示していないので、これらの記述は düm と tek のトルコ語（話者）起源とする判断の当否について
手がかりは与えない。 
結論としては、これらの事実を考慮に入れると、düm と tek がトルコ語（話者）起源であるかアラビア語（話
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3.7. まとめ 















もしてくださった TÜMATA の Yaşar Güvenç 氏、TÜMATA への紹介の労をとってくださった Tilla Deniz Baykuzu
氏、ウスールの口唱歌に関する私の疑問に答えてくださった Bedirhan Üstün 氏、Mehmet Güntekin 氏、Ömer Tulgan
氏、アドバイスを下さった Nihan Ketrez 氏、図の転載を許可してくださった福盛貴弘氏、MusikiOnline の Aslıhan 
Eruzun Özel 氏、Ahmet Emre Çelik 氏にここで感謝の意を表する。 
 
翻字対照表 
アーイーニ･シェリーフ âyîn-i şerîf  
アーイーン âyîn 










シェイヒ･アブデュルバーキ･ナースル･デデ Şeyh Abdülbâki Nâsır Dede（1765-1821） 









メヴラーナーMevlânâ Celâleddin Rûmî 
メヴリド Mevlid 
メヴレヴィー･エヴフェリ Mevlevî Evferi 
ヴェルヴェレ velvele 
井土愼二「音響と音韻からみた膜鳴楽器音のトルコ語口唱歌」(口頭発表原稿) 










（３）彼の二万六千句から成るメスネヴィーは「ペルシャ語のコーラン」と称えられる（Feldman 1996, p. 85）。詩人として
はルーミーの名でより広く知られる。 
（４）ギュフテ（ペルシャ語の動詞「言う」の分詞形）と呼ばれる歌詞は通常メヴラーナーのメスネヴィーなどのペルシャ








（８）元の名は Wojciech Bodowski。ポーランド人捕虜。その記譜法については Karamahmutoğlu（2003a）と Çevikoğlu / Tutan
（2003）参照。 
（９）元の名は Demetrius Cantemir。モルダヴィアの王子で人質として一六八七―一六九一と一六九三―一七一〇の間イスタ
ンブールに滞在した。詳しくは Callimachi（1966, 特に pp. 34-35）参照。その記譜法については Wright（2000, pp. xi-xxvii）、
Karamahmutoğlu（2003b）、Çevikoğlu/Tutan（2003）を参照。 




（１４）S+S（トルコ語 sağ「右」と sol「左」の意）は二つの撥の左クドゥームへの打撃を表す。 





物質を塗って整数倍に近い部分音を得る（Rossing and Sykes 1982）。これは鼓面の直径の短さが空気質量負荷のみに
よる調律を非実用的なものとするため（Rossing 1983; 2001, p.178）。 


















（２６）Hughes（2000, p. 103）は'Middle east drums'の口唱歌として'dum tek'と書いているが、これは誤りだろう。 
（２７）Ido（1999, pp. 70-71）はトルコ語の音象徴語の派生における母音調和に言及している。 
井土愼二「音響と音韻からみた膜鳴楽器音のトルコ語口唱歌」(口頭発表原稿) 
東洋音楽学会 第八回東日本支部定例研究会、2003 年 10 月 4 日 
11 





なる。語末位置で音長の対立は中和する。」（Thelwall and Sa'adeddin 2003, p. 74） 此れを見る限り、dumm と tak は［u］
と［a］を持っているとして差し支えないようだ。 
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本論の後半では、ウスールの口唱歌に使われる音節 düm と tek の音声学的分析を行う。まず、母音音素／ü／と
／e／の düm と tek における異音である［?］と［ε］のスペクトル分析などを通して、düm と tek が音象徴にお







「アラビア語の dumm と tak のトルコ語への借用」、という二つの要因の関与の可能性を提示する。 
結論部では、本稿での議論のまとめを行ったうえで、口唱歌の研究における学際性の必要性を指摘する。 
